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最 近 の 酪 農情勢（メモ）
平成 29 年 7 月 20日

日 本 酪 農 政 治 連 盟

Ⅰ 外 交 交 渉
１. 日ＥＵ・ＥＰＡ交渉

2013 年 3 月：日ＥＵ首脳電話会談で、日ＥＵ・ＥＰＡ交渉開始を決定。

2016 年 5 月：Ｇ20 伊勢志摩サミットに際し、関係首脳（イタリア、フランス、ベルギー、

ドイツ、英国）から、2016 年のできる限り早期の大筋合意に達するとの強い

コミットメントを再確認する共同ステートメントを発出。

2016 年 12 月：岸田大臣とマルムストローム欧州委員（貿易担当）との電話会談において、

可能な限り早期の大筋合意を目指し、来月（2017 年 1 月）速やかに交渉を開

催することで一致。

2017 年 1 月 ：（自由民主党）日ＥＵ経済連携対策議員連盟設立総会を開催。設立の趣旨は

「情報開示を求めるとともに、我が国の関心事項が確実に実現できるよう働

きかけを行うものとする。」こととし、岡田広氏（参議院議員）を会長に選

任した。

2017 年 6 月 ：（自由民主党）日ＥＵ等経済協定対策本部の設置を決定した。本部長に西川

公也氏、幹事長に森山裕氏、事務総長に吉川貴盛氏を選任した。尚、政府は

７月上旬の大枠合意を目指すとの報道もなされている。

2017 年 7 月 6 日：安倍総理はＥＵとの経済連携協定交渉が大枠合意したと発表した。酪農関

連ではソフト系チーズなどについて、製品ベースで 3.1 万トン（16 年目）の

輸入枠を設定、枠内関税は 16年目に撤廃。ハード系では関税（29.8％）を 16

年目に撤廃する。脱脂粉乳・バターについて、生乳換算で 1.5 万トン（6年目）

の低関税輸入枠を設定する、などの内容となった。

２.ＴＰＰ交渉関連
2017 年 5 月：離脱した米国を除くＴＰＰ署名 11か国は、21日、ベトナム・ハノイで閣僚会

合を開催し、米国復帰の方策を含めてＴＰＰの早期発効を追及するとの声明

を採択した。（7月に日本で高級事務レベル会合を開催する予定）

Ⅱ 平成 29年 度 畜 産 酪 農 対 策
平成 29 年度畜産物価格・関連対策については、①生クリーム等の液状乳製品向け生乳を

補給金対象に追加のうえ補給金単価は一本化とし、同単価については生産者が意欲を持て

る交付金単価とすること、②交付対象数量は国内の乳製品の需給状況を考慮し適切に決定

すること、③加工原料乳等生産者経営安定対策事業は継続すること、などを要請した。

結果は、補給金単価が 10.56 円、対象数量は 350 万トン、所要額は 370 億円（前年は

306 億円）となった。尚、生産コストの算定に当たっては、平成 25年から 27年までの「牛

乳生産費調統計（農林水産省統計部）の北海道の各統計データが採用され、廃用牛と子牛

価格については、直近 7年平均のデータが採用された。

【指定食肉の安定価格】 牛肉［安定上位価格 1215(1155)円/㎏、

安定基準価格 900(890)円/㎏］

【指定肉用子牛】 保証基準価格 合理化目標価格

乳用種 136,000 円/頭（133,000 円） 93,000 円/頭（ 90,000 円）

交雑種 210,000 円/頭（205,000 円） 152,000 円/頭（147,000 円）
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Ⅲ 平成 29 年度政府農林予算 2 兆 6350 億円（対前年比 114％）で決定 （概算要求）

（他に補正で 5739 億円）

平成 28 年 8 月 2 日の常任中央合同委員会を経て要請内容を決定、特に本年度は①後継牛

確保対策、②自給飼料対策、③経営安定対策、④その他対策（畜産クラスター関連事業

における十分な予算の確保、酪農ヘルパー事業への支援継続）、⑤その他：指定生乳生産

者団体制度の存続及び機能強化、を重点項目とし、要請運動を継続して展開した。これ

らの要請活動の結果、以下の事業が政府案として決定した。

主な酪農関連対策

①農業競争力強化プログラム

畜産・酪農の生産基盤強化

・畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業｛685 億円（610）｝（畜産クラスタ

ー関連事業）

・畜産・酪農生産力強化対策事業｛16億円（30）｝

・畜産経営体質強化支援資金融通事業｛17億円（20）｝

自給飼料の生産拡大

・飼料生産基盤利活用促進緊急対策事業｛9億円（7）｝

・飼料増産総合対策事業｛10億円（10）｝

・飼料生産型酪農経営支援事業 ｛70億円（68）｝

酪農家の働き方改革

・酪農経営体生産性向上緊急対策事業｛60億円｝ 新規

②ＡＬＩＣ対策

・酪農経営支援総合対策事業 ｛41億円（40）｝

③畜産・酪農経営安定対策

・加工原料乳生産者補給金｛370 億円（306）｝

・肉用子牛生産者補給金｛199 億円（203）｝

・肉用牛繁殖経営支援事業｛176 億円（169）｝

・肉用牛肥育経営安定特別対策事業｛869 億円（869）｝

④その他

・鳥獣害防止総合対策交付金｛97億円（97）｝



3

Ⅳ ホクレン、平成 29 年度プール乳価を 60 銭値上げで決着
28 年 12 月 12 日、ホクレンは平成 29 年度乳価について、乳業メーカーとの平成 29 年度乳

価交渉の結果、バター・脱脂粉乳など向けを前年度より 1ｋｇ当たり 1 円、チーズ向けを同 1

～2 円引きあげると発表した。その他の用途は据え置く。生産者に支払う平均乳代（プール乳

価）は同 60 銭上がるものと見込むと発表した。

Ⅴ 酪農家戸数 16,400 戸（29.2/1 現在 畜産統計. 農水省 7/4 発表）（ ）内は前年

酪農家戸数[戸] 乳牛飼養頭数[千頭] 一戸当たり飼養頭数[頭]

全 国 16,400（17,000）3.5％減 1,323（1,345）1.6％減 80.7 （79.1）2.0％増

北海道 6,310 （6,490）2.8％減 779 （786）0.9％減 123.5（121.1）2.0％増

都府県 10,100（10,500）3.9％減 544 （559）2.7％減 53.8 （53.3）0.9％増

Ⅵ 牛白血病（ＢＬＶ）に対する家畜共済の取扱いの見直しについて
【取扱いの変更点】

現行 見直し後

農場で牛白血病と診断

されて廃用となった場合
○ ○

（一部免責あり）

と畜場において牛白血病

と診断されて全廃棄となった場合
× ○

（一部免責あり）

○共済金対象 ×共済金支払対象外

【免責基準】

（1）以下を実施していない場合には、全国一律に共済金の４割を免責する。

①同一の注射針を複数の牛に用いないこと

②直腸検査及び人工授精時に使用する直検手袋を１頭ごとに必ず交換すること

③妊娠鑑定時に用いるエコープローブをカバーで被覆して１頭ごとにそのカバーを

交換すること

④使用後の除角器具、去勢器具、削蹄器具、耳標・鼻環の装着器等は、一頭ごとに

別々の容器で洗浄、消毒して使用すること

（2）と畜場から牛白血病による全廃棄の連絡を受けたのち、３日以内に組合等に損害発生

通知がなかった場合は、全国一律に共済金の１割を免責する。

Ⅶ 配 合 飼 料 価 格 （配合飼料給与、3.3ｔ/年･頭→1 万円上がれば 33,000 円の負担増）

○ 20 年 10～12 月期、配合飼料価格最高値 67,600 円（生産者負担 59,950 円）を記録。

○ シカゴ穀物 20 年 8 月より下げに転じたが、農家への値下げ反映は 21 年 1 月より。

○ 24 年 10 月より再び急騰し、26 年 10～12 月一時値下げも次期反発し、高止まり状態。

○ 27 年 1～3 月期 2,550 円上げ。円安に加え主原料の値上がりが要因。

○ 27 年 4～6 月期 750 円下げ。7～9 月期 1,800 円下げ。10～12 月期据え置き。

○ 28 年 1～3 月期 700 円下げ。4～6 月期 3,700 円下げ。7～9 月期 800 円上げ。

○ 28 年 10～12 月期 1,650 円下げ。

○ 29 年 1～ 3 月期 1,950 円上げ。4～6 月期 700 円上げ。7～9 月期 1,100 円下げ。
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Ⅷ 最 近 の酪 政 連 活 動 ≪主な活動、下記は一例です。≫

政府・国会 その他 酪政連・関係機関

3/31（木）政府規制改革会議の農業ワーキンググループは生乳の指定団

体制度の廃止を提言。

4/14（木）自民党 農林水産戦略調査会、農林部会、畜産・酪農対策小委

員会は指定団体制度廃止は受け入れられない旨の決議を採択

5/17（火）自由民主党東北酪政会総会；指定団体制度廃止は受け入れら

れない旨の決議を採択

5/18（水）農林水産戦略調査会・農林部会・畜産・酪農小委員会合同会議

規制改革会議に関する答申（指定生乳生産者団体制度）

7/10（日）第24回参議院議員通常選挙 投開票

8/26（金）自民党 農林水産戦略調査会、農林部会、農政推進協議会 合

同会議：平成29年度概算要求 団体要請

10/19（水）0800自民党畜酪小委員会 指定団体関係ヒアリング（生産者

から）

10/19（水）1700自民党酪政会総会〔参議院議員会館〕

10/26（水）0800自民党畜酪小委員会 指定団体関係ヒアリング（関係団

体から）

10/31（月）1400自民党畜産振興議員連盟総会 平成29年度酪農政策・

予算確保に関する要請

11/2（水）自民党 農林食料戦略調査会、食料産業調査会、農林部会、農

林水産関係団体委員化、農政推進協議会 合同会議：平成29年

度税制改正に関する 団体要請

11/25（金）自民党 農林食料戦略調査会、農林部会、農林水産業骨太方

針策定ＰＴ、農業基本政策検討ＰＴ、畜産・酪農対策小委員会

合同会議：農業競争力強化プログラム取り纏め

12/12（月）1630 自民党畜酪小委員会にて、平成29年度畜産物価格。酪

農対策に関する要請を実施

12/16（金）畜酪、報告〔901〕

12/19（月）自民党 農林食料戦略調査会、農林部会、合同会議：平成29

年度農林水産関係予算について、及び日 ＥＵ・ＥＰＡ交渉の状

況について

1/16（月）日 ＥＵ経済連携対策議員連盟第1回総会

1/23（月）日 ＥＵ経済連携対策議員連盟第2回総会

2/17（金）自民党 農林食料戦略調査会、農林部会、畜産・酪農対策小委

員会 合同会議：加工原料乳生産者補給金制度改革

3/10（金）自民党 農林食料戦略調査会、農林部会合同会議：ＴＰＰの最近

の状況について

5/17（水）自民党 TPP総合対策本部：ハノイにおけるTPP閣僚会合につ

いて

5/17（水）衆議院 農林水産委員会にて、「改正畜安法」の審議を開始。

6/9（金）改正畜産経営安定法が国会で可決承認される。

6/9（金）自民党、日ＥＵ等経済協定対策本部の設置を決め、第1回会合を

開く。尚、政府は7月上旬の大枠合意委を目指しているとの報道

がなされている。

7/6（木）安倍総理はＥＵとの経済連携協定交渉が大筋合意に至ったと発

表した。酪農関連ではソフト系チーズについて製品ベースで 3.1 万

トン（16 年目）の輸入枠を設定、枠内関税は 16 年目に撤廃。ハード

系では関税（29.8％）を 16年目に撤廃する。脱脂粉乳・バターについ

て、生乳換算で1.5万トン（6年目）の低関税輸入枠を設定する、など

の内容となった。

1/21（木）1300三役会議

2/18（木）1430事務局長会議

3/4（金）1300総会

4/6（水）指定生乳生産者団体制度の存続に関する緊急要請を実施

4/14（木）自民党 農林水産戦略調査会、農林部会、畜産・酪農対策小委員会に

対し、指定生乳生産者団体制度の存続に関する緊急要請を実施

4/15（金）1200三役会議

5/16（月）1100三役会議・常任中央合同委員会〔自民党本部〕

6/3（金）1500関東酪政連協議会総会〔八重洲ホール〕

6/10（金）0900三役会議

7/20（水）1000三役会議

8/2（火）1300合同委員会：平成29年度酪農政策・予算確保に関する要請を決定

9/8（木）1200三役会議

9/26（月）酪政連事務所を全理連ビル3階に移転

10/12（水）1600三役会議

10/19（水）1100三役会議・1300常任中央合同委員会〔全理連ビル〕

11/14-15三役により、農林幹部に対する要請活動、（指定生乳生産者団体制度

の存続に関する要請を実施）

12/1（木）合同委員会：指定団体制度について（報告）平成29年度畜産物価格。

酪農対策に関する要請を決定

1/25（水）緊急三役会議

2/13（月）緊急三役会議

2/14（火）1430事務局長会議

2/21（火）1300合同委員会：加工原料乳生産者補給金制度の改革の進捗、日Ｅ

Ｕ、ＥＰＡ交渉、米国とのＦＴＡ交渉の状況について

3/6(月)1100三役会議〔自由民主会館〕

3/6(月)1300常任中央合同委員会〔自由民主会館〕

3/6(月)1400通常総会〔自由民主会館〕

4/12（水）0800民進党ヒアリング（加工原料乳生産者補給金制度の改革）

4/14（土）1000三役会議

5/17（水）1300合同委員会：日ＥＵ、ＥＰＡ交渉、米国とのＦＴＡ交渉の状況、加工

原料乳生産者補給金制度の改革の進捗、について

6/15（木）酪政連は、自民党の「日ＥＵ経済協定対策本部第4グループ

（農業関連）の会合にて、これに関する要請を実施。

7/5（水）～8（土）畜産ネットワークの一員として、佐藤副委員長をブリュッセルに

派遣。



年度
月

25 7,186.3 98.05% 3,760.9 98.29% 3,425.4 97.78% 3,308.2 98.71% 493.5 99.80% 1,603.9 91.85% 1,302.4 101.95% 478.3 104.02%

26 7,066.7 98.34% 3,732.2 99.24% 3,334.5 97.35% 3,271.2 98.88% 446.2 90.42% 1,538.0 95.89% 1,348.9 103.57% 462.4 96.68%

27 7,122.1 100.78% 3,805.3 101.96% 3,316.8 99.47% 3,261.8 99.71% 451.8 101.26% 1,637.1 106.44% 1,341.8 99.47% 429.6 92.92%

28 7,054.4 99.05% 3,792.3 99.66% 3,262.1 98.35% 3,287.9 100.80% 453.4 100.35% 1,548.8 94.61% 1,339.4 99.82% 424.9 98.89%

28.7 606.2 100.49% 333.8 102.26% 272.4 98.40% 283.1 102.23% 40.9 101.75% 130.8 99.33% 114.4 99.96% 36.9 92.44%

8 586.2 99.82% 321.7 100.30% 264.5 99.25% 267.0 100.26% 40.4 102.18% 129.0 99.34% 112.0 99.52% 37.7 96.88%

9 563.6 99.01% 306.3 99.39% 257.2 98.56% 293.9 104.70% 36.8 99.24% 89.0 85.06% 110.9 98.83% 32.9 95.45%

10 576.8 99.27% 311.2 99.39% 265.7 99.13% 292.4 101.75% 37.5 100.06% 99.1 93.56% 113.8 98.50% 34.0 97.90%

11 555.6 98.35% 296.7 97.94% 258.9 98.81% 272.9 99.93% 35.9 100.35% 103.8 95.09% 113.5 100.64% 29.4 86.44%

12 583.4 98.25% 311.9 98.10% 271.5 98.42% 253.1 99.70% 35.1 101.78% 150.8 95.56% 113.8 100.97% 30.6 87.51%

29.1 594.4 98.59% 316.9 98.29% 277.5 98.94% 269.7 102.98% 36.4 101.86% 143.1 87.45% 107.9 102.35% 37.2 103.03%

2 542.6 94.86% 288.7 94.74% 254.0 94.99% 254.5 98.25% 33.7 96.62% 117.0 82.58% 101.7 98.22% 35.6 108.55%

3 606.0 97.94% 320.3 97.98% 285.7 97.90% 259.7 99.88% 38.2 97.90% 150.8 89.39% 115.8 101.66% 41.5 111.92%

4 592.6 97.70% 312.8 97.77% 279.7 97.63% 264.7 100.35% 40.6 106.35% 139.6 89.77% 112.5 98.94% 35.1 99.51%

5 618.7 98.17% 330.0 98.12% 288.6 98.23% 283.9 98.47% 43.0 105.92% 146.9 96.58% 110.0 98.05% 34.8 94.27%

6 590.1 97.87% 319.4 97.20% 270.7 98.67% 285.3 98.60% 41.5 104.63% 119.0 93.16% 109.1 99.63% 35.2 95.92%

29.4-6 1,801.3 97.92% 962.3 97.70% 839.1 98.17% 834.0 99.10% 125.2 105.63% 405.5 93.14% 331.6 98.87% 105.1 96.53%

25 7,447.0 97.88% 3,848.6 97.91% 3,598.4 97.85% 3,964.6 98.85% 310.5 100.81% 3,425.5 96.82% 56.9 97.10% 53.24%

26 7,331.1 98.44% 3,820.2 99.26% 3,510.9 97.57% 3,910.3 98.63% 303.198 97.65% 3,361.5 98.13% 59.4 104.39% 53.34%

27 7,407.3 101.04% 3,897.1 102.01% 3,510.2 99.98% 3,953.2 101.10% 314.6 103.77% 3,398.5 101.10% 55.6 93.50% 53.37%

28 7,346.0 99.17% 3,895.5 99.96% 3,450.4 98.30% 3,984.1 100.78% 305.6 97.14% 3,310.5 97.41% 51.3 92.35% 54.24%

28.6 626.3 100.27% 336.8 102.48% 289.5 97.81% 350.4 100.38% 23.7 96.79% 271.7 100.27% 4.2 91.28% 55.94%

7 631.3 100.41% 343.2 102.46% 288.1 98.08% 345.2 102.11% 23.9 96.51% 281.8 98.59% 4.2 89.10% 54.69%

8 610.4 100.32% 330.5 101.57% 280.0 98.88% 328.8 101.88% 24.4 99.94% 277.3 98.65% 4.3 93.00% 53.87%

9 585.5 98.76% 313.9 99.24% 271.7 98.22% 349.1 103.30% 27.1 98.88% 232.0 92.74% 4.3 92.76% 59.63%

10 600.5 99.52% 319.4 99.83% 281.1 99.18% 350.4 101.87% 27.5 92.39% 245.5 96.35% 4.6 99.63% 58.35%

11 579.4 98.45% 305.5 98.19% 273.9 98.75% 330.3 100.52% 28.5 96.05% 244.9 95.91% 4.2 92.00% 57.00%

12 609.9 98.35% 322.2 98.13% 287.8 98.59% 312.1 100.35% 27.2 96.75% 293.6 96.42% 4.2 90.25% 51.18%

29.1 618.1 98.55% 324.3 98.12% 293.8 99.04% 320.3 100.93% 24.6 101.93% 293.6 96.17% 4.2 92.43% 51.82%

2 566.4 95.14% 297.1 94.92% 269.2 95.37% 303.7 96.85% 22.0 89.11% 258.5 93.26% 4.2 91.69% 53.62%

3 634.4 98.49% 330.8 98.50% 303.6 98.47% 320.4 99.76% 25.5 96.30% 310.0 97.38% 4.0 86.75% 50.50%

4 616.7 97.83% 320.7 97.74% 296.0 97.92% 323.8 100.13% 24.8 98.36% 288.8 95.42% 4.2 93.57% 52.50%

5 645.2 98.76% 339.3 98.73% 305.9 98.79% 346.7 99.05% 24.9 96.17% 294.3 98.44% 4.2 97.29% 53.74%

29.4-5 1,261.9 98.30% 660.0 98.24% 601.9 98.36% 670.5 99.57% 49.739 97.25% 583.0 96.92% 8.4 95.40% 53.13%

３． 飲用牛乳等生産量〔農水省、年度・月別〕                                 〔単位：千㎘、（前年同月比％）〕

25 3,501.9 98.73% 3,026.2 99.30% 475.7 95.22% 127.9 91.10% 347.8 96.83% 1,366.1 101.55% 1,006.0 101.84% 152.1 93.66%

26 3,455.1 98.66% 2,994.4 98.95% 460.7 96.85% 117.5 91.90% 343.2 98.67% 1,322.4 96.80% 1,004.6 99.86% 144.5 95.00%

27 3,465.6 100.30% 3,013.9 100.65% 451.7 98.03% 102.9 87.55% 348.7 101.62% 1,291.0 97.63% 1077.5 107.26% 145.3 100.55%

28 3,501.8 101.04% 3,058.6 101.48% 443.2 98.13% 102.4 99.48% 340.8 97.73% 1,225.5 94.92% 1091.7 101.32% 141.3 97.24%

28.5 304.0 101.32% 266.4 102.02% 37.6 96.60% 8.8 106.09% 28.8 94.03% 109.0 92.62% 99.2 107.33% 13.2 87.91%

6 302.6 99.68% 266.4 100.38% 36.2 94.78% 7.3 90.91% 28.9 95.80% 108.5 93.79% 94.8 101.13% 12.9 88.10%

7 297.6 101.00% 259.3 101.73% 38.3 96.36% 7.9 99.37% 30.5 95.61% 117.0 95.05% 92.9 100.38% 13.4 92.91%

8 286.8 102.78% 247.6 103.63% 39.2 97.70% 8.1 99.07% 31.1 97.35% 117.6 96.41% 90.9 104.87% 13.5 107.52%

9 304.9 101.56% 267.3 102.22% 37.6 97.05% 8.1 96.77% 29.5 97.12% 112.6 96.02% 89.8 101.13% 11.3 101.94%

10 308.8 100.97% 271.5 101.66% 37.3 96.19% 8.2 96.58% 29.0 96.08% 107.7 94.03% 92.3 103.47% 11.2 101.01%

11 291.9 101.05% 256.4 101.59% 35.5 97.32% 8.9 98.25% 26.6 97.01% 92.7 92.14% 87.3 102.17% 10.4 93.74%

12 280.3 100.57% 244.1 100.91% 36.2 98.31% 9.9 98.87% 26.3 98.10% 91.0 96.24% 84.8 101.74% 10.1 97.26%

29.1 287.1 103.52% 249.6 103.53% 37.5 103.46% 9.2 104.01% 28.3 103.29% 90.0 96.35% 87.9 96.09% 9.7 96.95%

2 273.3 98.73% 238.9 98.64% 34.4 99.32% 8.5 99.13% 26.0 99.38% 82.7 94.83% 82.9 93.13% 10.0 100.99%

3 283.5 101.75% 246.1 101.63% 37.4 102.51% 9.1 100.25% 28.3 103.26% 94.8 97.03% 92.1 96.28% 12.0 114.38%

4 285.7 101.67% 248.8 101.54% 36.9 102.57% 8.2 95.30% 28.7 104.86% 97.0 95.24% 91.8 94.90% 12.8 94.56%

5 304.7 100.23% 267.2 100.31% 37.5 99.69% 8.0 90.28% 29.6 102.57% 105.2 96.48% 95.8 96.55% 12.3 92.92%

29.4-5 590.4 100.93% 516.0 100.90% 74.4 101.10% 16.145 92.76% 58.271 103.69% 202.1 95.88% 187.6 95.74% 25.1 93.75%

年度 月

合 計 加工乳 成分調整牛乳
合 計 牛乳

飲用牛乳等

加工乳・成分調整牛乳

Ⅰ 生乳・牛乳・乳製品等の動向

北 海 道合 計 都 府 県 飲用向け 発酵乳等向 特定乳製品向 生クリーム等向 チーズ向

１．生乳受託販売量・用途別処理量 〔中央酪農会議、年度・月別〕 〔単位：千トン、（前年同月比％）〕

乳飲料 醗酵乳 乳酸菌飲料

生乳生産量

２．生乳生産量・用途別処理量 〔農水省、年度・月別〕 〔単位：千トン、（前年同月比％）〕
処理内容

牛乳等向け
合 計【Ａ】 北 海 道 都 府 県年度 月

【Ｂ】 うち業務用向け
乳製品向け その他

市乳化率
（Ｂ/Ａ）
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24年度 70,118 111.17% 141,431 104.83%

25年度 64,302 91.71% 128,818 91.08%

26年度 61,649 95.87% 120,921 93.87%

27年度 66,299 107.54% 130,187 107.66%

28年度 63,583 95.90% 123,500 94.86%

28.6 5,393 108.30% 9,608 100.30%

7 5,443 102.40% 10,033 99.00%

8 5,353 103.92% 9,850 99.36%

9 3,585 84.56% 7,330 85.18%

10 4,018 91.34% 7,915 93.78%

11 4,161 98.85% 8,828 96.93%

12 5,695 92.21% 13,084 94.18%

29.1 6,030 88.62% 11,154 88.43%

2 4,883 82.23% 9,425 85.96%

3 6,082 88.41% 12,308 91.80%

4 5,718 87.91% 11,637 93.25%

5 6,190 96.17% 11,555 100.60%

29.4-5 11,908 92.02% 23,192 96.77%

５．生乳・生産物・配合飼料価格の推移 (前年同月比)

23年度 893 100.10% 171 109.60% 37.5 111.30% 117.1 92.40% 203.2 110.30% 62.9 106.10%

24年度 903 101.12% 152 88.89% 32.4 86.40% 103.4 88.30% 220.4 108.46% 62.9 100.00%

25年度 910 100.78% 205 134.87% 46.5 143.52% 143.2 138.49% 217.2 98.55% 70.6 112.24%

28.6 1,001 100.81% 327.7 88.76% 128.5 145.08% 262.8 124.96% 374.9 144.75% 67.4 91.71%

7 1,017 100.49% 312.0 94.46% 119.1 141.23% 277.1 128.29% 377.8 148.68% 68.5 95.19%

8 1,018 100.59% 305.0 88.41% 99.9 146.09% 267.1 124.81% 367.2 136.10% 68.5 95.21%

9 1,014 100.60% 340.1 110.14% 87.6 129.72% 246.9 121.09% 450.3 171.87% 68.5 95.21%

10 1,037 100.39% 313.3 102.12% 87.6 114.81% 237.3 114.64% 493.1 174.61% 67.3 93.64%

11 1,033 100.49% 308.8 92.59% 93.9 100.60% 252.9 121.59% 447.7 133.09% 67.4 93.81%

12 1,029 101.08% 279.5 90.19% 89.3 84.72% 255.9 115.27% 480.2 140.78% 67.4 93.79%

29.1 1,003 100.91% 281.8 87.00% 81.6 76.76% 251.5 115.42% 430.7 129.81% 67.5 95.16%

2 1,009 100.60% 299.8 99.07% 94.5 86.48% 258.5 116.23% 452.2 116.64% 67.6 95.29%

3 1,008 100.20% 294.2 99.02% 105.1 96.96% 267.5 116.35% 438.3 111.05% 67.6 95.56%

4 996 100.20% 290.0 90.99% 112.6 98.95% 287.0 117.00% 466.5 120.11% 67.8 100.49%

5 1,018 102.21% 285.7 90.76% 116.9 92.63% 287.0 114.66% 503.1 126.25% 67.8 100.55%

５.（ ）内は年度平均価格については対前年度比、月平均価格については対前年同月比。

ホルメス

注：１.平成８年度以降の総合乳価平均価格は牛乳乳製品課推計。

２.乳廃牛価格は、中央卸売市場の乳用メス（乳用種）枝肉Ｃ１の平均価格であり、年度平均は各月の単純平均。

３.乳子牛価格について、ホルオスは生後７～10日、ホルメスは生後６カ月程度。Ｆ１オスについては、道内11市場における加重平均。

４.配合飼料価格は、小売店頭等での購入価格。

４．バター、脱脂粉乳の生産・在庫状況

バター生産 脱脂粉乳

資料；農林水産省「農業物価統計」

乳用牛配合飼料
（千円/ばら１トン）

■２９年５月の産量：バター６．２千トン（前年比96.2％)、脱脂粉乳１１．６千トン（前年比100.6％)

■２９年５月末在庫量：バター２８．０千トン(前年比110.1％)≪５．３カ月≫、脱粉５１．６千トン(前年比87.7％)≪４．４カ月≫

（参考：29年度5月推定出回り量、バター５．３千トン、脱粉１１．６千トン)

総合乳価
[円/10㎏]

乳廃牛
[円/生体1㎏]

子牛（千円/頭）

ホルオス 交雑種
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23 354,146 98.80% 516,189 100.90% 40.69% 875,942 102.70% 522,865 105.80% 353,077 98.50%

24 359,737 101.58% 505,720 97.97% 41.57% 858,745 98.04% 499,002 95.44% 359,743 101.89%

26 351,555 99.30% 516,313 96.41% 40.51% 846,265 97.61% 492,855 95.61% 353,409 100.54%

27 332,408 94.60% 487,098 94.40% 40.56% 829,347 98.00% 500,834 101.60% 328,513 93.00%

28 324,257 97.55% 525,694 107.92% 38.15% 861,099 104.58% 538,565 108.77% 322,534 98.25%

28.6 25,845 95.08% 39,383 100.64% 39.62% 62,027 100.16% 36,165 102.04% 25,862 97.66%

7 28,250 94.02% 57,861 124.69% 32.81% 81,842 107.19% 54,587 115.58% 27,255 93.59%

8 25,631 100.86% 38,717 108.30% 39.83% 63,597 99.94% 37,804 97.88% 25,793 103.11%

9 26,387 98.98% 42,300 91.89% 38.42% 71,084 99.74% 45,111 100.58% 25,973 98.32%

10 27,186 94.21% 41,249 99.30% 39.73% 76,746 105.94% 50,042 114.33% 26,704 93.14%

11 32,619 99.88% 43,680 97.65% 42.75% 79,307 102.02% 46,894 103.78% 32,413 99.58%

12 30,336 96.20% 45,080 121.91% 40.22% 80,300 105.21% 50,045 110.72% 30,255 97.20%

29.1 24,378 100.50% 34,705 126.37% 41.26% 61,691 107.34% 36,692 111.20% 24,999 102.12%

2 24,366 95.95% 40,600 123.48% 37.51% 66,958 114.90% 43,168 131.29% 23,790 93.68%

3 25,941 100.10% 43,544 120.51% 37.33% 69,560 104.73% 43,818 106.47% 25,742 101.90%

4 28,315 100.87% 51,485 98.68% 35.48% 79,612 97.52% 51,362 96.10% 28,250 100.22%

5 25,418 100.67% 56,446 121.65% 31.05% 79,100 119.21% 53,266 130.58% 25,834 101.07%

29.4-5 53,733 100.78% 107,931 109.49% 33.24% 158,712 107.25% 104,628 111.02% 54,084 100.63%

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均
41,170 45,810 50,610 59,370 75,050 88,570 84,330 68,370 67,520 76,290 93,380 105,400 71,323

97.51% 94.26% 93.76% 103.63% 130.41% 148.81% 160.69% 167.70% 192.09% 241.35% 285.65% 272.56% 155.46%

106,300 109,300 108,400 113,800 126,200 128,500 119,100 99,880 87,590 87,610 93,940 89,250 105,823

258.20% 238.59% 214.19% 191.68% 168.15% 145.08% 141.23% 146.09% 129.72% 114.84% 100.60% 84.68% 148.37%

81,570 94,520 105,100 112,600 116,900 102,138

76.74% 86.48% 96.96% 98.95% 92.63% 96.52%

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

75,010 75,090 74,890 73,510 73,480 73,480 71,960 71,950 71,950 71,870 71,850 71,860

106.88% 107.01% 106.70% 100.08% 100.01% 100.12% 96.71% 96.69% 96.69% 99.69% 99.79% 99.81%

70,940 70,940 70,740 67,450 67,390 67,390 68,500 68,510 68,500 67,300 67,400 67,440

94.57% 94.47% 94.46% 91.76% 91.71% 91.71% 95.19% 95.22% 95.21% 93.64% 93.81% 93.85%

67,510 67,570 67,580 67,780 67,760

95.16% 95.25% 95.53% 100.49% 100.55%

23

24

25

26

27

28

29

29

２，５５０（８００） ▲７５０（０） ▲1,８００(０） ０（0）

▲２，７５０（７００）

９００（０）

３，２００（５，８００）

▲７００（０） ▲３，７００（０） ８００（０） ▲１，６５０（０）

(１) ５月推定出回り量７９．１千トン（前年比119.2％）、推定期末在庫１０５．３千トン（前年比88.0％）

▲５００（０） ８００（０） ▲２，６５０（８００）１，３００（０）

▲２，６００（０） ９００（３５０）

１，８００（４，７００）

４，３５０（５，４５０）

０（４，３００） １，３００（５，０５０）

Ⅱ 牛肉、子牛価格の動向

年度 月

Ⅲ 飼料等の動向

合計 うち輸入量 うち国産品
生産量 輸入量

推定出回り量

25年度、26年度、27年度共に全期間補填実績なし

28年度、第1四半期乳用種0円、第2四半期：乳用種0円。

(２) 乳子牛（ホル雄）価格の推移 ＜農水省農業物価指数＞ 〔単位：円/頭（前年同月比％）〕

国内生産
量の割合

■肉用子牛基金：27年度→乳用種＝保証基準価格130,000円、合理化目標価格88,000円、交雑種＝同199,000円、同
144,000円。28年度→乳用種＝保証基準価格133,000円、合理化目標価格90,000円、交雑種＝同205,000円、同147,000
円。29年度→乳用種＝保証基準価格136,000円、合理化目標価格93,000円、交雑種＝同210,000円、同152,000円。

・配合飼料価格:平成29年7～9月はトン1,100円値下げ（全農）。主として大豆相場の下落と為替相場が円高となったことが原因で値
下げとなった。

27

28

29

補給金交付単価は、24第１四半期：乳用種34,350円、第2四半期：乳用種24,100円、第3四半期：乳用種18,200円、第4四半期：乳用種10,600円、

27

１，９５０（９５０） 7００（未定） ▲１，１００（未定）

28

■配合飼料販売価格の改定幅と補填の実施状況 〔単位：円/トン（補填交付金）〕

１～３月 ７～９月 １０～１２月４～６月

３，２００（３，０００） １，３００（４，７００） ▲１，０００（２，１００）

7



トウモロコシ 大豆 小麦 対ドル 円相場

１２年 6.95 14.66 7.51 １２年 82.89

１３年 5.78 14.07 6.84 １３年 100.16

１５年 3.77 9.45 5.07 １５年 120.13

2016年7月 3.43 10.63 4.19 7月 103.90

8月 3.23 10.08 4.07 8月 101.27

9月 3.29 9.69 3.91 9月 102.04

10月 3.49 9.75 4.09 10月 103.82

11月 3.45 10.03 4.03 11月 108.18

12月 3.50 10.21 3.97 12月 115.95

2017年1月 3.62 10.33 4.24 1月 114.73

3月10日 3.60 10.00 4.20 3月15日 114.85

4月13日 3.70 9.60 4.30 4月13日 109.05

5月5日 3.60 9.60 4.30 5月16日 113.80

6月5日 3.80 9.40 4.70 6月19日 110.85

7月14日 3.70 9.90 4.90 7月17日 112.55

■海上運賃〔米ガルフ→日本、穀物、パナマックス(５～８万トン級)、ドル/トン〕

トウモロコシ 需 要 ３億６，４５１万トン

（9/1～8/31） 在庫率 １６．２％ 期末在庫５，９０６万トン（前年比98％）

■シカゴ相場 〔ドル/ブッシェル〕 ■為替相場 〔東京・銀行間直物中心、円/ドル〕

【20年度９３．３７ 21年度７０．２６ 22年度６１．２３ 23年度５１．５７ 24年度４５．７５】
27.1/21＝33.00 2/18＝30.51 3/2＝32.00 3/16＝32.12 4/22=33.04 5/28=31.20 7/7=34.51 8/6=36.52

9/14=32.56 10/15=32.32 11/20=29.5 12/15=26.78 1/14=24.18 2/16=23.05 3/14=24.79 4/15=28.62
5/23=28.73 6月平均＝30.54 7月平均＝33.26 8月平均＝30.29 9月平均＝29.92 10月平均＝31.29 11月平
均＝33.03 12月平均＝35.8 1月平均＝35.44 2月平均＝36.51 3月平均＝38.71 4月平均＝40.51 5月平均

＝36.90 6月平均＝38.28

■米国産穀物の今年度需給見通し (米国農務省７月１２日発表)

＊ 大豆………………前月に比べ、生産は微増、需要は横ばいのため、在庫予想は微増となった。
（前年比112％）

＊ 小麦………………前月に比べ、生産は減少、需要も減少したため、在庫予想は微増となった。 （前年比79％）

＊ トウモロコシ…… 前月に比べ、生産は増加、需要は微増となったため、在庫予想は増加となっ
た。（前年比98％）

生 産 ３億６．２０９万トン

生 産 １億１，５９４万トン

大 豆 需 要 １億１，５２６万トン

（9/1～8/31） 在庫率１０．９％ 期末在庫１，２５３万トン（前年比112％）

生 産 ４，７８９万トン

＜期末在庫＞大豆は、生産が微増となり、需要は横ばいのため、在庫予想は微増となった。小
麦は、生産、需要共に減少したため、在庫予想は微増となった。とうもろこしは、生産が増加、需
要は微増となったため、在庫予想は増加となった。

小 麦 需 要 ５，８４１万トン

（6/1～5/31） 在庫率 ４３．７％ 期末在庫２，５５３万トン（前年比79％）

＜需 給＞
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